■　平成２４年度　第2回国民健康保険運営協議会　議事録

	平成２４年度　第2回宗像市国民健康保険運営協議会

	日　時
	平成２４年　１１月１７日（水）午後２時～

	会　場
	宗像市役所　３階　３０４会議室

	出席者
	会長：水上勝則

委員：伊藤榮子、瀧口玉代、眞武桃香、天野寛子、吉田道弘、

山根勲、和田俊樹、安藤恵津子、山本喜由、穂坂克博

	その他出席者
（事務局）
	宮部武文（副市長）、吉田洋之（健康福祉部長）、馬場園明（国保医療課長）、篠原万人（健康づくり課長））、吉武政徳（健診指導係長）、上島悦郎（国保医療係長、占部圭司（国保医療課主任主事）

	議　案
	（議事）

（１）はり費及びきゅう費助成事業について

（報告事項）

（１）平成２４年度医療費等の状況と今後の見込みについて

（2） 第２期特定健康診査等実施計画について

	資料
	1． はり費及びきゅう費助成事業に関する報告書

2． 平成２４年度医療費等の状況

3． 特定健康診査等実施計画

	議事録（要点筆記）

	項　目
	区　分
	内　容

	あいさつ
	副市長
	宮部副市長あいさつ

	開会
	事務局
	委員の出席が１１名なので、宗像市国民健康保険運営協議会規則の第４条第５項の定足数を満たしているため会議成立。



	あいさつ
	会長
	水上会長あいさつ

	議事録署名委員の指名


	会長


	議事録署名委員の指名。和田委員と山本委員を指名。



	議事（１）

はり費及びきゅう費助成事業について


	会長


	本日の議事に入る。議事（１）のはり費及びきゅう費助成事業について事務局に説明を求める。



	
	事務局
	議題（１）について、事業内容を説明。平成２３年度の「むなかた改善会議」で改善提案を受けた「はり費及びきゅう費助成事業」について、継続するか、否かの調査検証結果をまとめた。このことについて、諮問という形式ではなく、意見を伺いたい。

	
	会長
	事務局の説明があったが、はり費及びきゅう費助成事業について、質疑、意見はないか。

	
	A委員
	はり費及びきゅう費助成事業とは、仮に治療費が３，０００円の場合、どうなるのか？

	
	事務局
	この助成事業の対象となる施術の範囲は、神経痛、神経まひ、神経けいれん、リウマチ、関節痛、筋けいれん、腰筋ねんざ、中枢疾患後遺症の８種に限定。仮に施術費を３，０００円とした場合、はり、または、きゅうの１術に対して４９０円、はりときゅうの２術を施した場合は、７００円を助成している。

	
	B委員
	この助成事業を始める前と後で、国保の保険請求で発生した施術の請求は、減少したか？

	
	事務局
	検証はされていないが、はり、きゅう施術がなかったら医療機関に行くであろうと思われる事例が減少し、医療費を抑える効果があったと思われる。また、健康増進の効果は、十分にあると思われる。

	
	C委員
	この制度は、統一されていない料金に対して、４９０円、７００円の助成をあげるから整形外科にいくなといっているのと同じ。

	
	事務局
	ご意見はもっとも。料金の統一は、できなくても施術所内に施術料金を貼りだすよう指導したい。

	
	A委員
	この助成事業ではなく、国保の保険診療の対象となるのは、どんな疾患か？

	
	事務局
	国保の保険診療の対象となるのは、神経痛、リウマチ、頚腕症候群、五十肩、腰痛症、頚椎ねんざ後遺症の６疾患が主なものだが、この場合は医師の同意書か診断書が必要となる。保険診療の場合は、厳密に運用されていると考えている。


	
	A委員
	国保の保険給付した場合、４９０円とか７００円の助成は、ないのか。

	
	事務局
	ない。保険の場合は、保険給付の範囲内。年齢に応じた割合を給付している。


	
	D委員
	１０月に検証結果を踏まえて事業の継続を決定ということだが、市民アンケートの回収率が３６％。この結果をもってすべてを判断すると理解してよいか。

	
	事務局
	市民アンケートの結果がすべてではない。国保運営協議会の意見を踏まえて決定する。それと文献等による効果の判断、健康増進に役立っていることも合わせて総合的に判断したい。

	
	C委員
	助成されているのは患者か、はりきゅう業界か。この業界を支援しているということになりはしないか。

	
	事務局
	この制度の基本は、施術を受ける側への支援だと考えている。基本的に施術所によって金額が違うので、１割とか２割とかいうのは妥当ではないため、４９０円、７００円と設定している。

	
	E委員
	そもそもこの制度が始まった発端は。市の考え方でやったのか、それとも厚労省などからの指導で始まったのか。

	
	事務局
	昭和５９年から始まっている。当時、社会保険にあって、国保でも何とかならんのかという話が出て、始まったようだ。

	
	E委員
	県下、すべての市町村でされている制度なのか？

	
	事務局
	国保の保険者の中でも、実施しているところと、していないところがある。福津市、古賀市は実施していない。保健事業という位置づけなので、各市町村の判断による。

	
	B委員
	これの助成制度の申請方法は。

	
	事務局
	仮に施術料が４，０００円だったら、３，３００円を受療者が払い、残りの７００円（２術の場合）については、施術所が市に請求して支払う仕組み。

	
	D委員
	この制度について、一般の方はわからない状況にある。国保の財政がここまで危機的な状況に陥っていることすらわからない。もっと情報開示の方法を考えた方が良いのではないか。



	
	事務局
	国保の財政状況の周知不足については、反省している。４月から毎月ずっと広報やホームページにも載せているが、十分ではない。コミュニティや地域に出て行き、座談会形式で説明するのも、１つ方法と考えている。

	
	会長
	ほかに意見はないか。意見がないので、この報告書どおり了解されたものとみなす。

	
	事務局
	今回の意見を参考に最終方針を決める。最終的に市長の決済を受けて決定する。本協議会の意見を反映させたい。

	報告事項（１）平成２４年度医療費等の状況と今後の見込みについて
	会長
	次の議事に入る。報告事項（１）平成２４年度医療費等の状況と今後の見込みについて、事務局に説明を求める。

	
	事務局
	報告事項（１）について、説明。

	
	会長
	報告事項（１）について、質疑、意見はないか。

	
	A委員
	次回から医療費の中を医科、歯科、薬科に分類した資料の提出をお願いする。

	
	事務局
	了解した。

	
	C委員
	２２年度から２３年度にかかった医療費が３％伸びているのに、２３年度から２４年度にかけては伸びが１％という予測で大丈夫か。

	
	事務局
	この５ヶ月間は、医療費の伸びが前年度や前々年度と比べて低い状況。インフルエンザなどが流行すると医療費は、ぐっと伸びてくるので状況が変わるが、現時点での状況と理解いただきたい。

	報告事項（２）第２期特定健康診査等実施計画について
	会長
	ほかに質問がないようなので、次の報告事項（２）第２期特定健康診査等実施計画について、事務局の説明を求める。

	
	事務局
	報告事項（２）第２期特定健康診査等実施計画について説明

	
	C委員
	特定健康診査実施率が６５％にならなければ、ペナルティがあるということか。

	
	事務局
	このペナルティについては、平成２４年度の実績がゼロの場合に、平成２６年度の後期高齢者への拠出金を減額するというものに変更になっている。

	
	会長
	ほか意見等はないか。ないようなので、報告事項については２点とも了承されたものとする。

本日の議事はすべて終了したが、ほかにないか。

	
	C委員
	国保運営協議会の開催時間について、平日の１４時というのは、出席するのがむずかしい。ご一考いただきたい。

	
	事務局
	夜の方が出席しやすいという意見が多いので、１９時から開催する方向で検討したい。

	その他
	会長
	ほかにないようなので、平成２４年度第２回国民健康保険運営協議会を閉会する。

以上


平成２４年　　　月　　　日
宗像市国民健康保険運営協議会会長

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　㊞
議事録署名委員

　　　　　　　　　　　　　　　　　㊞

議事録署名委員

　　　　　　　　　　　　　　　　　㊞
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